
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2010 年９月 22 日発行 第５号 もりおか 

 市は，効率的で効果的な市政の実現を目指すととも

に，市政の透明性を高め，その内容を市民の皆さんに

わかりやすく説明するために，行政評価に取り組んで

います。 
 このほど平成 22 年度第１回の行政評価結果を公表
したので,その概要についてお知らせします。 企画（ＰＬＡＮ）→実施（ＤＯ）→評価（ＳＥＥ）

の循環（マネジメントサイクル）を確立し，市が行う

行政活動についてたえず振返りを行うことにより，次

年度以降の企画の立案や予算編成に反映させていく仕

組みです。 

☆ 行政評価とは何ですか？ 

平成 22年度第１回の行政評価結果を公表～施策達成度評価結果など 

 市が行うさまざまな事業を対象に，目的や成果・効

果をできるだけ数値化して分かりやすくするととも

に，行政として果たすべき役割を踏まえ，事業の必要

性や上位の施策及び政策に対する位置付け，あるいは

事業環境の変化や事業の特性などについて，総合的な

視点から整理・点検し，その結果を総合計画の進行管

理，行政改革，予算編成などに活用することによって，

効率的で質の高い市政運営を実現することを目指して

います。 

☆ 行政評価は何のために行うのですか? 

 市の仕事をマネジメント（企画，実施，評価）する

ことによって，  
ア まちづくりの現状と課題を市民にわかりやすく伝

えます。 
⇒施策評価を実施し，その結果を市民に公表するこ

とにより，市のまちづくりの現状と課題を市民に

わかりやすく伝えます。 
イ まちづくり課題に優先順位を付けて，限られた資

源を有効かつ効率的に使います。 
 ⇒財政状況が厳しい中，限りある資源（税金等の収

入，人材，もの）をまちづくり課題の優先順位に

沿って有効かつ効率的に使うことにより，より一

層の効果を発揮できるようにします。 
ウ 市の仕事をより価値のあるものへ改革改善し続け

ます。 
⇒毎年市が行っている仕事を継続的に評価すること

☆ どのような仕組みですか？ 
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☆ 評価結果を何に反映させるのですか? 

行政評価の評価結果は，市の経営計画とも言うべき

「総合計画」の進行管理，予算の編成などに反映させ

ていくこととしています。 
総合計画については，総合計画の各施策ごとに設定

されている目標値と毎年度の評価結果を比較しなが

ら，目標値の達成に向けた進行管理をしています。 
予算編成については，評価結果に基づき翌年度の予

算の重点配分施策，主要施策，一般施策を決定し，施

策ごとに予算を配分する「施策別予算配分方式」によ

る予算編成を行っています。 

により改革改善を行うとともに，振り返りと改革改善

を常に繰り返すことによって，職員の政策形成能力を

高め，より高い市政の運営ができるようにします。 

 行政評価結果は総合計画の進
行管理や予算編成に反映させ

ているんだね。 

【以下，次号に掲載します。】 



 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

         （色彩の選定の様子） 

    公園の                     公園の完成です 

 
               

 
    バケツリレーで水を運んでいる様子 
 
 
 
 

渋民地区では，グラウンドワーク（※１）による公

園整備を実施するため，平成17年12月に地元の皆さ
んが実行委員会を組織し，ワークショップを重ねなが

ら公園の整備計画づくりや公園づくりの準備を進め

ました。 
そして平成19年７月には，公園づくりの最後の仕
上げとして渋民振興会や地元の子供会，ＮＰＯなど約

200人が参加して，ワンデイチャレンジ（※２）を行
いました。 

 

市は，市民の皆さんへの自治体経営指針のご説

明と意見交換会を出前で行います。少人数でもう

かがいます。お話をお聞きになりたい方，意見交

換をご希望の方は市役所行政経営課まで。 

その３ 盛岡市渋民地区 

 本号では，渋民地区の地域協働の事例をご紹介します。 

 

ワンデイチャレンジの参加者は，工作班，表

示班，植栽班に分かれてベンチの組み立て 
やあずまやのテーブルの塗装，樹名板の取り付

け，ペチュニアやツツジの植え付けなどを実施

し，最後に全員でバケツリレーにより大橋川か

ら水を運び，花壇に水やりを行い作業を締めく

くりました。 
 計画段階からみんなで知恵や意見を出し合

い造った公園は，きっと地元の皆さんの大切な

財産として受け継がれていくことと思います。

グラウンドワークによる地域
の公園整備に取り組んでいる
事例 

※グラウンドワークによる公園づくりについては… 
http://www.city.morioka.iwate.jp/09tosi/koen/midori/gw-top.html 
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※１グラウンドワークとは？ 

地域を構成する「住民」「行政」「企業」の3者がパー

トナーシップを組み，グラウンド（生活の現場）に関す

るワーク（創造活動）を行い，自然環境や地域社会を

整備・改善していく活動です。 

※２ワンデイチャレンジとは？ 

企業等からの資材調達が完了し，市の基盤整備が終了

すると，地域住民やコーディネーター，企業ボランティ

アなどが協働で，花壇づくり，花苗の植付け，ベンチ・

イス製作等を行い，公園整備を行うことをいいます。 

整備内容により数回に分けて実施する場合もあり，あ

くまでも１日で完成させるというものではありません。 


